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公益社団法人福島県畜産振興協会
福島県畜産関係団体連絡協議会

会長　紺　野　　　宏

　明けましておめでとうございます。

　日頃より、県内の生産者・会員の皆様並びに関係機関の

皆様には、当協会の事業推進につきまして格段のご理解と

ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

　さて、昨年を振り返りますと新型コロナウイルス規制が、

５月の連休後に法令上５類に引き下げられたことを受け、

多くのイベントで人数制限なく再開されてきています。イ

ンバウンドや外食産業の需要が、回復する事を願っていま

す。しかし、依然としてロシアによるウクライナ侵略や円

安の影響などにより配合飼料価格をはじめ多くの原材料価

格は、高止まり状態で生産者の努力だけではどうにもなら

ない大変厳しい状況が続いています。先行きが見通せない

状況から経営を断念する生産者も数多く目にしました。

　国、県による財政対策として、飼料対策をはじめ緊急的

に様々な経営安定対策が講じられておりますが、長期化す

ると思われる今の厳しい畜産情勢に対しより手厚く継続的

な支援を希望するところです。

　この冬も高病原性鳥インフルエンザが、全国各地で発生

してきています。引き続き万全の防疫対策をお願いすると

ころです。また、本県において一昨年末に初めて確認され

た高病原性鳥インフルエンザは、関係機関皆様の迅速な初

動体制が功を奏し、周辺への感染拡大を防ぐ事が出来まし

た。改めて、関係者皆さまに感謝と敬意を表します。

　当協会といたしましては、国等へ対し豚熱、アフリカ豚

熱、鳥インフルエンザなど特定家畜伝染病の防疫対策に係

る支援の継続や強化をお願いするとともに、家畜衛生対策

事業の一層の推進をはじめとした飼養衛生管理の強化に向

け全力を尽くしてまいります。

　東日本大震災から12年が経過し復興・再生が進んでお

ります。昨年は、帰還困難区域が残る浪江町や富岡町、飯

舘村の特定復興再生拠点区域の避難指示が解除されまし

た。少しずつ住民が帰還できるようになりましたが、地域

や暮らしは以前のように取り戻せているとは言えない状況

です。

　一方、浪江町や田村市では、酪農及び肉用牛の大規模牧

場建設が予定されるなど、新たな畜産生産基盤の創設と耕

畜連携による持続可能な農業の推進、さらには地域振興に

大いに期待されています。

　しかしながら、いまだ本県畜産業は、復興途上であり多

くの課題を抱えております。特に風評を払拭することは難

しく、適正な価格で流通されない状況が今もなお続いてい

ます。復興にはまだまだ時間がかかることから十分な財源

のもと夢と希望を抱いて安心して経営できる環境を整備

し、意欲ある優れた担い手を一人でも多く確保育成してい

く必要があります。

　担い手が、活躍し本県畜産業を発展させていくため、国・

県に対して万全の対策を講じるよう関係機関・団体と一体

となり強く求めて参ります。

　結びに、本県畜産が躍進する年になりますよう役職員一

丸となって努力して参りますので、本年もご支援、ご指導

を賜りたくお願いいたします。また、皆様方の益々のご活

躍とご健勝をご祈念申し上げ新年のごあいさつといたしま

す。

　　　　　新年のごあいさつ
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福島県農林水産部長　沖　野　浩　之

　謹んで新年の御挨拶を申し上げます。

　皆様には、日頃より本県畜産の振興に特段の御理解と御

協力をいただき、厚く御礼を申し上げます。

　昨年を振りかえりますと、新型コロナウイルス感染症の

感染症法上の位置付けが五類に移行し、長い間中止されて

いた畜産関係の各種イベントがコロナ禍前のように開催さ

れるとともに、特定復興再生拠点区域の避難指示が全て解

除され、畜産業が盛んであった相双地域の営農再開がさら

に加速することが期待されるなど、明るい話題がありまし

た。

　その一方で、飼料価格の高止まり等による生産コストの

上昇や、消費の冷え込みに起因する牛肉価格や子牛価格の

低迷、高病原性鳥インフルエンザの全国的な発生による鶏

卵不足など、畜産業をめぐる情勢は非常に厳しい一年であ

りました。

　このような中、輸入粗飼料に依存しない自給飼料生産体

制や高品質な畜産物の安定供給の強化などが重要であり、

県では、飼料価格の上昇分の一部支援に加え、子実用とう

もろこしの栽培実証や草地面積の拡大支援、生乳生産効率

を高める能力の高い乳用雌牛の導入支援、ＡＩ肉質診断装

置を活用した肉用牛の飼養管理技術の向上、新たなブラン

ドとして全国新酒鑑評会において金賞受賞数九回連続日本

一を獲得した本県のおいしい日本酒の「酒粕を給与した福

島牛」の生産技術の確立・ＰＲ、マスメディアやオンライ

ンストアを活用した畜産物の販売促進などを通して、福島

県農林水産業振興計画に掲げる「『もうかる』『誇れる』共

に創るふくしまの農林水産業と農山村」の実現に向け取り

組んでまいります。

　家畜衛生につきましては、高病原性鳥インフルエンザの

流行に厳重な警戒が必要な状況が続いています。本県では、

昨シーズン、養鶏場における高病原性鳥インフルエンザが

初めて発生した経験を踏まえ、防疫対策マニュアルの改正

や各地での防疫演習の実施、関係団体との連携強化等に取

り組んでいるところです。今後とも農場における早期発見、

早期通報や、飼養衛生管理基準の遵守を徹底するなど、危

機感をもって防疫対策に取り組んでまいりますので、皆様

の御協力をお願いいたします。

　県といたしましては、今後とも、皆様が安心して畜産経

営を継続・発展していけるように様々な政策を講じてまい

りますので、生産者の皆様には各種事業等を効果的に活用

していただきながら、畜産生産基盤の強化と経営の持続的

発展に取り組んでいただくとともに、関係機関・団体の皆

様方には、引き続き各種施策の推進に、御理解と御協力を

賜りますようお願いいたします。

　結びに、本県畜産業の振興に向け、一層の御尽力をお願

い申し上げますとともに、本年が皆様にとってすばらしい

年になりますよう心からお祈り申し上げ、年頭の御挨拶と

いたします。

　　　　　新年のごあいさつ
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農林水産省東北農政局福島県拠点
地方参事官　松　井　章　房

　新年、明けましておめでとうございます。
　令和６年の新春を迎えるに当たり、年頭の御挨拶を申し
上げます。
　昨今の物価高騰や円安の影響は我が国社会経済に多大な
る影響を与えております。とりわけ畜産業には飼料、燃料、
肥料などの各種生産資材の高騰という形で影響を受けると
ともに、生活防衛意識の高まりによる畜産物の消費低迷に
より畜産農家の経営が厳しい状況になっております。
　農林水産省として、これまで様々な対策により、畜産基
盤の維持に尽力してまいりました。配合飼料価格の高騰に
対して、これまで2,000億円超の国費を投じ生産者負担の
軽減を図ってきました。畜種別の対策においても、肉用牛
肥育農家には牛マルキン、繁殖農家には肉用子牛生産者補
給金の発動等、養豚農家には豚マルキン、酪農家には加工
原料乳生産者補給金、養鶏農家には鶏卵生産者経営安定対
策事業等の畜産・酪農経営安定対策を措置してきたところ
です。
　令和６年度の畜産物価格等については、食料・農業・農
村政策審議会の諮問・答申を経て、昨年12月13日に決定
したところであり、今年も、引き続き、 生産者を下支えす
る畜種ごとの経営安定対策や金融支援などの施策を総合的
に講じていく必要があると考えています。
　特に、畜産・酪農の生産基盤の強化として、肉用牛・乳
用牛・豚・鶏の改良を推進するとともに、肉用牛の肥育期
間の短縮・出荷時期の早期化や繁殖肥育一貫経営生産の支
援、乳用牛については従来型の配合飼料多給による乳量偏
重の乳⽤⽜から、⻑命連産性に重きを置いた強健な乳⽤⽜
へ⽜群構成の転換を図ることにより、乳⽜育成・導⼊費、
飼料費等のコストや環境負荷の低減に資する持続的な酪農
経営への移⾏を⽀援してまいります。
　また、畜産・酪農の省力化やスマート化に加え、国産飼
料の生産・利用の拡大に向け、耕畜連携の推進や外部組織
による飼料生産の効率化を図ってまいります。
　少子高齢化等により国内の食のマーケットの縮小が見
込まれる中、畜産業の発展には、旺盛な需要の創出も不
可欠です。政府においては、農林水産物・食品について、
2025年までに２兆円、2030年までに５兆円の輸出額目標
を設定していますが、重点品目に位置づけられる畜産品

（牛肉、牛乳・乳製品、鶏卵、豚肉、鶏肉）の輸出額は堅

調に増加を続けており、令和４年には1,268億円と過去最
高額を更新しました。令和５年についても、10月時点で
昨年同期の額を上回る1,078億円となっております。農林
水産省では引き続き輸出目標の達成に向け、オールジャパ
ンでのプロモーション等の取組や、生産者・関係事業者

（食肉、乳業メーカー）・輸出事業者が連携した「コンソー
シアム」による一貫した輸出促進の支援、輸出先国が求め
る水準を満たす施設の整備への支援等を通じ、更なる輸出
拡大を推進してまいります。
　国内需要についても、関連イベント等を活用した消費拡
大やインバウンド需要の喚起の取組を推進します。加えて、
原発事故に関して、安全な畜産物を供給するため、適切な
飼養管理の徹底と検査体制の強化、草地の放射性物質吸収
抑制対策と汚染廃棄物の処理等を関係省庁等と連携して推
進するとともに、「食べて応援しよう！」をキャッチフレー
ズに、被災地及び周辺地域で生産・製造されている農林水
産物の積極的な消費拡大を促進しております。本年も、被
災地域における営農再開の推進にしっかりと取り組んでま
いります。
　家畜防疫関係では、昨年11月以降、国内で高病原性鳥
インフルエンザが発生しています。全国どこで発生しても
おかしくない状況であり、最大限の警戒をお願いいたしま
す。また、高病原性鳥インフルエンザだけでなく、豚熱や
アフリカ豚熱などの家畜伝染病についても、関係者と危機
感を共有し、飼養衛生管理の徹底を基本とした発生予防・
まん延防止対策と水際での侵入防止対策に福島県等と連携
して全力で取り組んでまいります。
　最後になりますが、令和６年度は、食料・農業・農村基
本計画や酪肉近改訂、すなわち畜産業を含む農林水産業の
将来を関係者全体で議論する重要な年です。農林水産省と
して、将来に向けて持続的な畜産を構築すべく、高い目標
を掲げつつも、地に足の付いた方針を打ち出していきたい
と考えております。このためには、今まで以上に、生産現
場、流通業界、行政の密な連携が重要となります。皆様に
おかれましては、昨年にも増して、畜産行政への御理解と
御支援を賜りますようお願い申し上げますとともに、皆様
方の一層の御健勝と御活躍を祈念いたしまして、新年の御
挨拶とさせていただきます。

　　　　　　年頭の御挨拶
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第64回福島県農業賞（経営改善部門）受賞
「有限会社 武田ファーム」

　有限会社武田ファームは、郡山市阿久津町で肉用牛の

大規模経営を行っています。平成17年に法人化し、現在、

肥育牛250頭と経営安定を図るために導入した繁殖牛24頭

の一貫経営で、社員５名により郡山のブランド牛「うねめ

牛」を生産しています。「うねめ牛」は、郡山市で約20か

月飼養された未経産牛の雌牛で、かつ肉質等級が4以上の

もののみで規格された品質の高いブランド牛であり、代表

の武田晃一氏は「采
う ね め

女牛を育てる会」の立ち上げに尽力し、

平成22年から会長としてブランドの維持、発展をけん引

してこられました。「うねめ牛」は、首都圏の飲食店の他、

県内でも地元食肉直売所や焼肉店、料亭などで提供され、

高い評価を得ています。

　有限会社武田ファームでは、牛温計や自動給餌器などの

ICT機器の導入やミストの設置によるアニマルウェルフェ

アに配慮した飼養環境の改善、「福島牛」AI肥育確立事業

を活用した超音波診断の実施などの先進技術を取り入れる

など、良質な和牛生産に日々励んでおり、その品質は数多

くの共励会で上位入賞を収め、高く評価されています。

　また、近隣の耕種農家へたい肥を供給し、稲わらと交換

する資源循環の取組など、地域に根ざした経営を行うとと

もに、阿久津地区の人・農地プランの中心経営体として、

同地区の課題である遊休農地の解消に向けて、積極的に取

り組んでいます。

　さらに、武田氏は指導農業士として農業研修生を受入れ、

担い手の確保や新規就農者の育成にも尽力しているほか、

同社に就農した長男・侑也氏の管理した牛が共励会で優秀

賞を受賞しており、後進の育成においても意欲的に取り組

み、実績を上げています。

　今後は、さらに規模拡大を進め、「うねめ牛」のさらな

るブランド力の強化と販路拡大を図るとともに、遊休農地

等を活用した牧草とWCS用稲の作付けを行い、粗飼料の

自給率を向上させ、飼料コスト低減と経営基盤の強化を図

ることとしています。

県中農林事務所農業振興普及部

有限会社武田ファーム武田晃一代表取締役（左）と武田エミ取締役
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福島県農業総合センター畜産研究所肉畜科

速報 基幹種雄牛基幹種雄牛「「隆隆
たかふ く ひ さ

福久福久」」デビュー

BMSNo. 9.0　歩留基準値 76.1%福島県基幹種雄牛
　歴代最高！

血統 福之国
（宮崎・宮崎）

隆之国
（島根・出雲） 第 17 たかこ

（宮崎・都城）

北国 7 の 8
（島根・大田）

隆　桜
（兵庫・美方）

安福久
（栃木・那須）みちよ

（福島・石川） ちよこ３
（福島・石川）

安福 165 の 9
（岐阜・高山）

勝忠平
（鹿児・薩摩）

凍結精液は各地域のサブセンターを通じて供給いたします。
凍結精液購入希望の方は、福島県畜産振興協会（024-573-0513）までお問い合わせください。

生年月日：平成30年６月29日

登録番号：黒原６３３２

産　　地：石川郡平田村

繁　殖　者：大竹　金一 氏

　※遺伝病フリー
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福島県農林水産部畜産課

　配合飼料が高止まりする中でも持続的に安定した酪農経

営ができるよう、従来型の配合飼料多給により生乳を生産

する飼養管理から、生乳生産コストの低減が期待できる泌

乳持続性の高い酪農経営への転換を図ることを支援する。

⑴　補 助 対 象　本県酪農家

⑵　補　助　率　経産牛１頭あたり 20千円以内

⑶　事業実施主体　福島県酪農業協同組合、全国農業協同組

合連合会福島県本部　など

⑷　事　業　費　154,600千円

⑸　事業計画承認予定時期　令和６年２月頃

⑹　取組完了予定時期　令和６年10月頃

福島県酪農経営負担軽減対策事業

【ポイント】
○ 飼料価格の高止まりの影響を受け、酪酪農農経経営営はは厳厳ししいい状状況況である。
○ 配合飼料が高止まりする中でも持続的に安定した酪農経営ができるよう、従来型の配合飼料多給により生乳

を生産する飼養管理から、生乳生産コストの低減が期待できる泌泌乳乳持持続続性性のの高高いい（（泌泌乳乳量量がが安安定定ししてて続続くく））酪酪
農農経経営営へへのの転転換換を図る必要がある。

【目標】泌乳持続性の向上＝経産牛１頭当たりの産次数増加（生産寿命延長）

福島県酪農経営負担軽減対策事業 令和５年度１２月補正（追加）
事業費 154,600千円

泌泌乳乳持持続続性性アアッッププにに資資すするる８８つつのの取取組組メメニニュューー
かからら３３つつをを行行うう酪酪農農家家にに対対ししてて支支援援する。
＜取組メニュー＞
①飼料用トウモロコシ利用
②牧草の作付面積拡大
③良質堆肥の有効活用
④飼料成分分析に基づく飼料設計の改善
⑤牛群検定を活用した生産性の向上
⑥多回給餌
⑦乳酸菌、アミノ酸等の飼料添加物の利用
⑧飼養環境の向上

▶３つのうち１つ以上は新たに取り組むこと
▶３つの取組を行うことにより産次数の増加を目標とした
事業計画を作成すること

・対象：本県酪農家（生産者団体等経由）

・補補助助単単価価：：経経産産牛牛11頭頭当当たたりり2200,,000000円円

泌泌乳乳持持続続性性アアッッププにに資資すするる取取組組をを行行
ううここととでで、、泌泌乳乳ピピーーククをを抑抑制制すするる。。

泌乳持続性アップに資する取組→泌乳ピーク抑制
→繁殖成績向上 →産次数増加

【事業の内容】

県 生産者団体等 本県酪農家
補助金 定額

【事業のイメージ】

【お問い合わせ先 福島県畜産課 ０２４－５２１－７３６５】

【事業の流れ】
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　県内の畜産に携わる女性を対象に、技術の向上、担い手としての意識の高揚、積極的な経営参画並びに情報交換によ
る生産者同士の交流を目的として平成20年７月11日に発足したうつくしま福島畜産mother’sクラブｅ－ENでハーバリウ
ム教室を開催しました。
　木目澤久實子会長より「コロナウイルスも第５類に移行し、徐々に対面での行
事が再開されてきました。畜産の情勢はどの業種も今までになく厳しい状況です
が直接会って話を聞くことで、Webとは一味違い、仲間が頑張る姿を感じる事が
できとても励みになっています。今後も行事を通してみんなで一緒に畜産を少し
でも盛り上げていけたらと思います。」と挨拶があり、㈱伸ちゃん牧場取締役専
務の長谷川和子さんを講師に、参加者でハーバリウムを作成しました。
　参加者からも楽しかったとの声が寄せられ、久しぶりにリフレッシュできた様
子でした。

　令和６年１月９日、10日に本宮市県家畜市場で全農福島県本部による和牛子牛市場（初セリ）の開催に合わせ「うつ
くしま福島畜産m

マ ザ ー ズ

other’sクラブｅ
イ ー エ ン

－EN 」主催、全農福島県本部並びに（公社）福島県畜産振興協会の協賛により、牛鍋
イベントを開催しました。
　このイベントは、県内の畜産に携わる女性の仲間たちが、東日本大震災後、福島県の子牛を信頼して購入してくれる
購買者や関係者に感謝の気持ちと、同じ生産者への励ましの思いも込めて少しでも温かいものをと、黒毛和牛を使った
牛鍋を初セリに振舞っていた牛鍋イベントで、新型コロナウイルス感染症対策の影響で３年間中止となり、今回４年ぶ
りの開催となりました。
　再開を楽しみにしていた生産者も多く、準備した800食（２日間で1,600食）の牛鍋がお昼頃には完食という盛況振りでした。
　暖冬の影響で雪のない初セリとなりましたが、冷たい風が吹き付ける中、寒さで冷えた体を、気持ちの込められた牛
鍋のおいしさで、温めてもらったなどの感想
をいただきました。
　畜産情勢の厳しい中ですが、これからもみ
んなで励まし合い少しでも畜産を盛り上げて
いけたらと思います。
　また、イベント開催にあたり数々のご協力
を賜りましたこと、この場をお借りして感謝
申し上げます。

　うつくしま福島畜産mother’sクラブｅ
イ ー エ ン

－ENでは会員を募集しています。
　マザーズクラブは、福島県内の畜産に携わる女性が飼養畜種を越えて、日頃の思いを発信する場、お互いの情報交流・
研鑽の場、消費者との交流や子供たちへの生命教育等の活動をする場として集い、技術向上、担い手としての意識の高
揚等、積極的な経営参画並びに将来の経営に夢や希望意欲を持って専念できるよう、生産者相互の交流に資するため活
動をしています。
　気軽で楽しい集まりですので畜産の仲間で集まり、一緒に楽しい時間を過ごしませんか！
　入会金・年会費は無料ですので、入会ご希望の方は公益社団法人福島県畜産振興協会（担当：野田 TEL024-573-0515　
FAX 024-573-0565）までご連絡ください。
　※協会HPに入会申込書がありますので、必要事項をご記入の上、メール・FAXしていただいてもＯＫです。

素敵なハーバリウム教室を開催

子牛初セリにおいて牛鍋イベントを４年ぶりに再開

うつくしま福島畜産 mother’ s クラブ e− EN からのおしらせ

公益社団法人福島県畜産振興協会

作成した作品を前に記念撮影

木目澤会長より牛鍋イベントアナウンス 牛鍋 配布の様子
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　　　販売月 肉専用種（東北ブロック福島県） 交雑種（全国） 乳用種（全国）

令和５年10月
暫定単価 126,352.8 51,598.8 0.0

概算払い単価 119,352.8 44,598.8 0.0
精算払い単価 7,000.0 7,000.0 0.0

令和５年11月
暫定単価 50,439.6 16,810.2 0.0

概算払い単価 43,439.6 9,810.2 0.0
精算払い単価 7,000.0 7,000.0 0.0

（単位：円／頭）

※令和４年７月販売分より概算払単価は、標準的生産費と標準的販売価格との差額に100分の90を乗じた額から7,000円を
控除した額となります。

肉用牛肥育経営安定交付金制度　(牛マルキン制度）　発動状況

和子牛生産者臨時経営支援事業発動状況

品種・ブロック名 平均価格 支援交付金単価 発動基準価格

黒
毛
和
種

北海道 578,717 15,900

600,000
東北 529,588 33,000

本州関東以西・四国 578,065 16,400
九州・沖縄 500,496 49,500

褐毛和種 565,386 − 550,000

その他の肉専用種 225,689
22,500（R5.1～3月販売分）

350,000
18,700（R5.4～12月販売分）

（単位：円／頭）令和５年10月〜12月分

注１：平均価格は、肉用子牛生産者補給金制度の対象となる６ヶ月齢～ 12 ヶ月齢の肉用子牛の取引価格を用い、黒毛和
種についてはブロック別、褐毛和種については全国で、四半期ごとに算出します。

　　　その他の肉専用種については、令和５年１月～ 12月までの取引価格を用いて全国の平均価格を算出します。
注２：支援交付金単価は、発動基準と平均価格の差の４分の３を乗じて得た額（百円未満切捨て）です。
　　　なお、その他の肉専用種は、平均価格が保証基準価格を下回ったため、発動基準価格と保証基準価格との差額に

より支援交付金単価を算出します。保証基準価格は年度毎に定められるため、令和５年１～３月販売（令和４年度）
と令和５年４～ 12月販売（令和５年度）に分かれて算出します。

注３：支援交付金単価の算出に用いるすべての価格は、消費税込みです。

令和6年1月23日付け機構より公表された平均価格は以下のとおりです。
黒毛和種については、平均価格が発動基準価格を下回ったため、全てのブロックで支援交付金が発動します。
東北ブロックの支援交付金単価は33,000 円/頭となります。
また、その他の肉専用種（算定が１年間）についても、全国平均価格が発動基準価格を下回ったため、各販売期間に応じて
支援交付金が交付されます。
なお、本事業の事業実施期間は令和６年３月まで延長されます。

肉用子牛生産者補給金制度発動状況
　令和５年度第３四半期（令和５年10月～12月）

区　　　分 黒毛和種 褐毛和種 その他の肉専用種 乳　用　種 交　雑　種
保 証 基 準 価 格 556,000 507,000 325,000 164,000 274,000
合 理 化 目 標 価 格 439,000 400,000 256,000 110,000 216,000
平 均 売 買 価 格 522,500 574,500 − 182,900 326,600
補 給 金 単 価 33,500 − − − −

（単位：円／頭）

※「その他の肉専用種（日本短角種等）」については、令和２年度より算定期間を１年（４月～３月）としています。
令和５年度第３四半期においては、黒毛和種について、平均売買価格が保証基準価格を下回ったことから生産者補給金

（33,500円／頭）が交付されることとなりました。



― 9 ―

畜　　産　　福　　島



― 10 ―

畜　　産　　福　　島令和６年１月

家　畜　取　引　状　況　報　告
令和５年11〜12月 和牛子牛市場成績（県家畜市場）
JA全農福島県本部	 （税込み）

令和５年11〜12月 乳子牛市場成績（県家畜市場）
JA全農福島県本部	 （税込み）

令和５年11〜12月 乳子牛市場成績（県家畜市場）
福島県酪農業協同組合	 （税込み）

開催月 性別 頭　数
（頭）

取引価格（円） 平均体重
（㎏）

平均単価
（円／㎏）

平均日齢
（日）

販　売　先

最　高 最　低 平　均 県　内 県　外

11

雌 286 1,084,600 124,300 504,031 294 1,715 290 141 145

雄 1 199,100 199,100 199,100 144 1,383 277 1

去勢 386 1,178,100 231,000 618,656 321 1,930 286 223 163

計 673 1,178,100 124,300 569,321 309 1,843 288 364 309

12

雌 310 909,700 60,500 546,870 288 1,896 288 139 171

雄

去勢 520 1,108,800 83,600 636,494 314 2,026 280 276 244

計 830 1,108,800 60,500 603,020 305 1,980 283 415 415

開催月 資格 頭数
（頭）

取引価格（円） 平均単価
（円／㎏）

平均体重
（㎏）最高 最低 平均

11

乳 登

妊 娠 牛

E T 和 雌 4 240,900 213,400 227,975 2,368 96

E T 和 雄 5 334,400 249,700 282,040 2,681 105

乳 雌 牛 1 17,600 17,600 17,600 271 65

乳 雄 牛 14 66,000 1,100 35,828 537 67

乳 去 勢 子

F1  雌（育成）

F1  去（育成）

F1 雌（スモール） 47 168,300 2,200 103,377 1,343 77

F1 雄（スモール） 37 190,300 20,900 127,838 1,561 82

計 ・ 平 均 108 334,400 1,100 115,093 1,453 79

12

乳 登

妊 娠 牛

E T 和 雌 6 360,800 216,700 305,066 3,040 100

E T 和 雄 13 532,400 339,900 429,254 3,894 110

乳 雌 牛

乳 雄 牛 17 50,600 5,500 32,288 417 77

乳 去 勢 子

F1 雌（育成）

F1 去（育成）

F1 雌（スモール） 51 145,200 1,100 69,235 954 73

F1 雄（スモール） 37 203,500 23,100 87,762 1,142 77

計 ・ 平 均 124 532,400 1,100 118,853 1,489 80

開催月 種別 頭数
（頭）

取引価格（円）

最　高 最　低 平　均

11月
第337回

ホ ル 雄 41 90,200 1,100 49,259
ホ ル 去 勢
ホ ル フ リ ー 1 15,400 15,400 15,400
F 1 　 　 　 　 雌 74 162,800 1,100 89,293
F 1 　 　 　 　 雄 81 207,900 11,000 111,847
和 牛 雌 24 255,200 174,900 215,050
和 牛 雄 40 320,100 16,500 243,403
和 牛 去 勢
計 ・ 平 均 261 320,100 1,100 124,903

12月
第338回

ホ ル 雄 39 135,300 16,500 85,885
ホ ル フ リ ー 1 3,300 3,300 3,300
F 1 　 　 　 　 雌 53 158,400 1,100 94,413
F 1 　 　 　 　 雄 75 188,100 1,100 108,079
和 牛 雌 19 327,800 60,500 238,758
和 牛 雄 35 412,500 115,500 301,274
和 牛 去 勢
計 ・ 平 均 222 412,500 1,100 142,088


